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新 春 の ご あ い さ つ

新年あけましておめでとうございます。

市民の皆さまには、輝かしい希望に満ちた新春を、ご家族お揃いで、健

やかにお迎えのことと、心からお慶びを申し上げます。

旧年中は、公私にわたりまして、温かいご支援とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 市民

の皆さまの幸福とあわら市の基盤づくりに向け、さらなる努力を重ねてまいりますので、なお一

層のご指導ご鞭撻を賜りますようお願いを申し上げます。

さて、昨年を顧みますと、先ず、あわら市のまちづくりの指針であります「あわら市総合振興

計画」が６月議会におきまして議決されました。 今後は、総合振興計画の基本理念に掲げた「ゆ

うゆうと 人が輝く いやしと創作のまち」の実現に向け、市民の皆さまと行政との協働による、魅

力あるまちづくりを進めてまいりますので、皆さまの積極的なご参加をお願い申し上げます。

また、６月議会におきまして、統合中学校の建設を含めた新市建設計画の変更議案が可決され

ました。これを受け、あわら市教育委員会では、８月に市民の皆さんで組織する統合中学校建設

検討委員会を、11月には統合中学校基本計画策定委員会を設置し、平成23年４月の開校へ向け、

統合中学校の調査･研究を進めております。さらに、ふたつの庁舎を、本年４月に統合することに

なり、現在、金津庁舎の改修工事を進めております。工事中、来庁される皆さまには、大変ご迷

惑をお掛けいたしますが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

ところで、国の三位一体改革による国庫補助金の廃止・縮減、地方交付税の見直しによる削減

などにより、地方自治体を取り巻く財政状況は、一段と厳しさを増しております。

また、2005年10月に実施された国勢調査の確定数値がこのほど公表され、あわら市の人口は

31,081人と、2000年と比べ、1,097人も減少いたしました。この結果に基づく、25年後のあわら

市の人口は、2005年と比較して、４分の１減の約25,000人になると予測されており、特に、０歳

から14歳までの子どもの数では、2005年が4,243人であったのに対し、25年後には、約半数の

2,300人まで減少すると予測されております。効率的なまちづくりを進めるためには、一定規模以

上の人口を維持することが重要な要件でございます。市といたしましては、子育て支援の充実や

企業誘致、産業振興などの施策を講じることにより、これ以上の人口減少に、何としても歯止め

をかけるとともに、さらに、住み良い、自慢できるまちづくりのための施策を積極的に展開して

まいりたいと考えております。

結びにあたり、市民の皆さまには、市政へのより一層のご支援とご理解をお願い申し上げます

とともに、本年が、皆さまにとりまして、幸多い１年となりますよう、心からご祈念申し上げ、

年頭のごあいさつといたします。

あわら市長　　松　木　　幹　夫
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統合中学校の校名募集！

平成23年４月に開校予定の『新しい中学校』の校名を募集します。市民の皆さまのご応募をお待ちして

います。

■応募資格 市内にお住まいの方（１人１点限りとします。）

■応募締切 ２月15日(木)

■応募方法 学校の名称、名称の読みかた、校名の理由、住所、氏名、年齢、連絡先を記入のうえ、次の方

法でご応募ください。

❶ 郵送（応募チラシまたは官製はがきをご使用ください。）

〒919-0692

あわら市教育委員会 教育総務課 中学校建設準備室

❷ ＦＡＸ

ＦＡＸ番号 78-4325

送　信　先 あわら市教育委員会 教育総務課 中学校建設準備室

❸ 電子メール（件名は「校名応募について」）

メールアドレス chuken@city.awara.fukui.jp 

❹ 公民館回収ボックス（応募用紙をご使用ください。）

市内各公民館に回収ボックスを設けます。直接投函してください。

■応募用紙 応募用紙の指定はありませんが、市ホームページからもダウンロードできます。また、市内各

公民館にも備え付けてあります。

■そ の 他 ◎ 応募数の多い名称が採用されるとは限りません。

◎ 校名の決定は、統合中学校建設検討委員会で選考された中から、市で決定します。

◎ 学校をとおして市内の小中学生に応募用紙を配付します。特に低学年の児童をお持ちの保護

者の方は、お子様と相談しながら応募してください。

■問 合 せ 教育総務課　中学校建設準備室　☎73-8039

パブリックコメント募集

■案 件 名 あわら市環境基本計画（案）

■内　　容 あわら市の環境の保全に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図る

ための基本的な計画を策定します。

■担 当 課 生活環境課　環境衛生Ｇ

☎73-8018 FAX73-5688 Ｅ-mail kankyo-g@city.awara.fukui.jp

■募集期間 ２月１日(木) 〜15日(木)

※　郵便については２月15日付けの消印まで有効

■閲覧方法 募集期間内に、市ホームページまたは次の場所で閲覧することができます。

生活環境課（金津庁舎）、市民課窓口（金津庁舎）、市民課芦原分室（芦原庁舎）

■提出方法 募集期間内に、直接持参、郵送（〒919-0692 あわら市市姫三丁目1-1 あわら市役所生活環境

課環境衛生Ｇあて）ＦＡＸまたはＥ-mailにより意見をお寄せください。なお、提出意見には、

住所、氏名、連絡先を明記してください。

パブリックコメント制度の仕組みなどについては、政策調整課まちづくりＧ(☎73-8001)へお問い合わせ

ください。

パブリック
コメント

パブリック
コメント

　　　 募
集

　　　 募
集
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所得税と市･県民税の申告は３月15日までに！

平成18年分の所得税と市･県民税の確定申告相談は、２月16日(金)から３月15日(木)までとなっています。

期間中、次のとおり申告相談窓口を設けますので、期限までに、必ず申告してください。

なお、期限近くになりますと相談窓口は大変込み合います。早めに申告を済ませましょう。

■相談時間 午前の部 8:30〜12:00 午後の部 13:00〜17:00

■申告場所 市役所金津庁舎１階　1101会議室　

（芦原庁舎からのシャトル便を希望される人は、市民課芦原分室へお申し出ください。）

確定申告が必要な人

●事業所得(農業所得など)や不動産所得のある人（必ず、各自で収支計算書を作成してください）

●譲渡所得のある人

●サラリーマンで、給与の年収が2,000万円を超える人や2カ所以上から給与を受けている人

●給与や退職所得以外の所得合計額が20万円を超える人

※　申告には、源泉徴収票、生命保険料などの支払証明書、領収書、収支計算書、印かんなどが必要です。

確定申告の作成には、国税庁のホームページ（http://www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」、

国税電子申告には、e-Taxホームページ（http://www.e-tax.nta.jp）、税金の質問には、国税庁のタックスア

ンサーホームページ（http://www.taxanser.nta.go.jp）をご利用ください。

■問合せ 税務課市民税G ☎73-8011 三国税務署　☎81-3211

稲荷山・千束・新用・馬場・春日・榛ノ木原・中央・北稲越・向ヶ丘・若葉台・桜ヶ丘

轟木・新田・東善寺・谷畠・上番・根上り・仏徳寺・中番・下番・玉木

新・古・東・六日・旭・新富・天王・水口・十日・脇出・上八日・八日・下八日・坂ノ下

河間・宮前公文・北本堂・角屋・中浜・北潟東・北潟西

東山・後山・清滝・鎌谷・椚・権世・権世市野々・吉崎地区

中川・東田中・瓜生・南疋田・北疋田・次郎丸・御簾尾・北野・北・前谷

国影・井江葭・横垣・重義・番田・田中々・堀江十楽・布目

伊井・古屋石塚・桑原・清間・矢地・菅野・南稲越・河原井手・池口

赤尾・富津・浜坂・波松・城・城新田・番堂野・十三

滝・青ノ木・宮谷・山室・高塚・清王・山西方寺・柿原・山十楽

温泉地区・御鷹・光明・翠明・河水苑

坂口・蓮ヶ浦・細呂木・橋屋・樋山・指中・沢・嫁威・細呂木駅前・日の出

舟津・二面・牛山・松影・新成・宮王

笹岡・熊坂・下金屋・畝市野々・牛ノ谷・上野・名泉郷
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ただ今、固定資産の調査中！

固定資産税は、毎年１月１日現在で、市内に土地

や家屋などの固定資産を所有している人に課税して

います。市では、19年度の課税事務を進めるため、

18年中の土地と家屋の異動（所有権移転など）につ

いて、調査・整理を行っています。

次の条件に当てはまる人は、１月31日(水)までに

税務課資産税Ｇ（☎73-8012）へご連絡ください。

● 18年中に家屋を取り壊した人

ただし、法務局（登記所）へ「滅失登記」をし

た人や取り壊した後に新築し、既に家屋調査を終

えた人は除きます。

● 18年中に家屋を新（増）築した人

ただし「建築確認申請」「新（増）築登記（建

物表示登記）」を済ませた人や家屋調査を終えた

人は除きます。

法人・個人事業者の皆さんへ

償却資産の申告をお忘れなく！

固定資産税は、土地や家屋のほか、償却資産にも

課税します。

会社や個人で事業をされている人は、毎年１月１

日現在で、事業用として所有している償却資産(機

械・器具・備品など)を忘れずに申告してください。

提出期限　１月31日(水)

課税対象例

●商店

金銭登録機､陳列台､冷暖房機､自販機､看板など

●理容・美容業

理容･美容椅子､鏡､消毒器､長椅子など

●金属加工業

旋盤､フライス盤､ボール盤､プレス機､溶接機など

●クリーニング業

洗濯機､乾燥機､プレス機､脱水機など

●印刷・製本業

各種印刷機､断裁機､自動折りたたみ機など

●飲食・接客業

カウンター､ソファ､インテリア､音響装置など

■問合せ 税務課　資産税G ☎73-8012

年金受給者へのお知らせ

国民年金や厚生年金などの公的年金を受給された

ときは、雑所得になります。

「公的年金等の源泉徴収票」に源泉徴収税額があ

る場合は、確定申告で精算することになります。

公的年金受給者の確定申告書

作成説明会のお知らせ

●中央公民館（市姫一丁目９-18）

２月５日(月) 9:30〜　２時間程度

13:30〜　２時間程度

●ＪＡ花咲ふくい芦原会館（国影15-40-１）

２月６日(火) 9:30〜　２時間程度

13:30〜　２時間程度

対象は、公的年金を受給していて確定申告が必要

な人です。営業所得や農業所得、不動産所得、譲渡

所得がある人は利用できません。

会場で確定申告書を作成し、提出することができ

ますので、次の関係書類を持参してください。

・公的年金などの源泉徴収票

・公的年金以外の収入がある人は、その所得金額

が分かる書類（給与所得の源泉徴収票など）

・配偶者控除や扶養控除を受けられる人はその対

象となる人の所得金額が分かるもの

・支払った国民健康保険税や介護保険料が分かる

もの

・生命保険料控除や損害保険料控除に関する証明書

・その他確定申告に必要な書類

・電卓、黒ボールペン、印かん

・預貯金口座(申告者名義に限る)の金融機関名

・口座番号が分かるもの（還付金がある場合に必

要となります。）

税務署では、確定申告の不明な点についてアドバ

イスを行い、自分で確定申告書を作成する“自主申

告”を推進しています｡

ご理解とご協力をお願いします。

■問合せ 三国税務署　☎81-3211
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ヨイショッ
◆12月２日　勤労青少年ホーム体育館　

小学生以下を対象に「子どももちつき会」が行われました。

子どもたちは、ぎこちない手つきながら、もちつきを楽しんで

いました。

へしこ ! !
◆12月６日　市長室

三国町などを舞台にした自主映画「へしこ! !」の監督 小鶴
こ づ る

さ

んが来庁し、映画の説明や撮影への意気込みを話しました。こ

の映画には、市内の自主映画サークル「ハウンド・プロジェク

ト」も協力しています。３月中に、県内で上映される予定です。

おいしく出来上がりました
◆12月15日　農業団地センター

健康野菜として脚光を浴びている「ヤーコン」を使った料理

の試作・試食会が行われました。メニューは、かき揚げやきん

ぴら、甘酢漬けなど５品。ヤーコンのおいしさを引き出したこ

れらの料理は、どれも参加者に好評でした。

福井大まちづくり設計提案
◆12月15日　セントピアあわら

福井大学工学部建設建築工学科の２年生が、実際に市内を歩

き、まちづくりやまちの活性化について、市内の人たちに提案

し、あわら市のまちづくりを真剣に語り合いました。

夢のたねとメッセージ託す
◆12月20日　市長室

12月31日、オーストラリアのメルボルン市で行われた

「DREAM SEED IN MELBOURNE」に対し、市長がメッセー

ジと夢のたねを“たねの会”へ託しました。日本からメルボル

ン市へ届けた5,000個の夢のたねは、アーティスト 高橋 匡太さ

んや現地の人に、とても喜ばれたそうです。

田んぼにハクチョウがやってきた！
◆12月25日　北潟湖畔　

約60羽のハクチョウが北潟の水田に飛来し、羽を休めていま

した。ハクチョウは時折、羽をバタバタさせたり、水田の中を

パッシャパッシャと音を立てて歩いたりしていました。

踊り初め
◆１月１日　セントピアあわら　

芦原温泉芸妓協同組合による新春舞踊が行われました。セン

トピアあわらで初風呂に入った浴客たちは、芸妓さんや舞妓さ

んの美しい踊りを見て、お正月を楽しんでいました。
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男

女

共 同 参 画

身近
なところから、暮ら

しや
すく

皆さん、

このマーク

ご存知ですか？

市の広報や男女共同参画のチラシなどによく登場する「オレンジと緑のマーク」、いったい、何

のマークだと思いますか？

実は、あわら市の男女共同参画推進のシンボルマークなのです。このマークは、男女共同参画社

会への理解と関心を高めるため、平成16年に、市内外から作品を募集し、山川誌穂さん（現在 芦

原中学校3年・新田）の作品が、最優秀賞に選ばれました。山川さんの作品に一部修正を加え、第1

回あわら男女共同参画のつどいで発表したものです。

男女（ひと）をデザインし、性別にとらわれない生き方や対等な男女をイメージするとともに、

共に手を取り合い、協力して生きていく姿を表しています。

マークの色は、男が黒や青、女は赤など、旧来からの固定観念にとらわれることなく、自由に自

分らしい生き方ができるよう、中間的な色を使用しています。

地域や職場で、男女共同参画に関するイベントを開催するときには、このシンボルマークをご利

用ください。

■問合せ 男女共同参画推進室　☎73-8007

油の流出による水質事故をなくしましょう

暖房器具などへの給油中、事業所の給油タンクや燃料配管の破損による油漏れ事故が増えています。

流出した油は、側溝や水路を通り川に流れ出ます。川の水が汚染されると、魚をはじめとする水生生

物に影響があるほか、農業や工場、水道など、川の水を利用しているたくさんの人々に迷惑をかけるこ

とになります。

◎給油中は、その場を離れないでください。また、寒さの厳しい冬期に、雪の重みによる給油管破損に

よる事故が多く発生しています。定期的に燃料機器や配管の点検をするようにしましょう。

◎川に油が流出した場合、地元市町をはじめ、関係する県土木事務所や国土交通省、消防署、保健所、

警察署などが出動し、原因の調査や油の回収・処理に当りますが、オイルフェンスやオイル吸着マッ

トの敷設には多額の費用がかかり、その費用は油を流した人の負担となります。

◎油が流出してしまったら、被害が拡大する前の早い時期の対応が重要です。最寄りの機関にご連絡く

ださい。

■連絡先 県三国土木事務所　　　☎82-1111

坂井健康福祉センター　☎73-0600

あわら警察署　　　　　☎73-0110

嶺北金津消防署　　　　☎73-0119

嶺北芦原消防署　　　　☎77-2259



88

展　覧　会

創　　 作 の 森 通 信 vol.130

金津創作の森財団事務局・アートコア
あわら市宮谷57-2-19
☎73-7800 FAX73-7805
E-mail sousaku@city.awara.fukui.jp
http://www.city.awara.fukui.jp/sousaku/

ガラス工房 あわら市青ノ木44-10-37
☎73-7801 FAX73-7803

創作工房 あわら市青ノ木44-10-29
☎73-7802 FAX73-7804

レストラン＆ショップ　アンビション
☎73-4141 FAX73-4141

※　月曜休館　祝日の場合は翌日

募　　　集

森のアートツアー参加者募集！

日　　時 ２月18日(日) 日帰り　※ 7:00集合

募集定員 45人（定員になり次第締め切ります）

集合場所 金津創作の森アートコア第２駐車場

行　　先 名古屋市美術館　ほか

展覧会名 「大エルミタージュ美術館展」を観覧。創作の森

学芸員が展覧会場にて作品解説を行います。

参 加 料 一般 7,000円　※ 観覧料､昼食代､交通費､税込み

申 込 み 金津創作の森財団事務局へ電話でお申し込みくだ

さい。

創作の森　冬のヒカリ・森のあかり

Forest ; snow (森と雪)

作家名 川口怜子／アーティスト

日　時 ２月10日(土)〜12日(振休・月) 16:30〜21:00

場　所 野外　　※ 無料

作家略歴：2005国民文化祭ふくいでの「夢のたねプロジェクト」が記憶に新しい光
の彫刻家･高橋匡太氏とともに、数々のライトアートプロジェクトを手掛ける。また、
パフォーマンスユニットflo+outでは、プロジェクションデザインに参加するなど、
光を投影して、空間の見えを変容する活動を行う。

Light in forest (森の中の灯り)

作家名 水野麻綾／キャンドル作家

日　時 ２月11日(日)・12日(振休・月) 18:30点灯〜20:00(予定)

場　所 アートコアミュージアム-２ オープンデッキ　　※ 無料

作家略歴：全国城下町シンポジウムライトアップ事業、各種ライブ、イベントなど
で、キャンドルの光によるインスタレーション作品を発表する。アートコア ミュー
ジアム-２オープンデッキにおいて、キャンドル（水野麻綾・作）光のオブジェを
制作、不思議な静けさと輝きが、観る人の心を癒してくれます。

アカリ・イマージュ「冬を楽しむあかり展」

アカリって、もっと面白い！照明デザイナー、インテリアデザイナー、

建築家など、今活躍中のデザイナーの作品がここに集まります。

と　き １月20日(土)〜２月25日(日)

10:00〜17:00（最終入場16:30）

ところ アートコアミュージアム-１、ギャラリー、野外

料　金 300円（高校生以下無料）

関連イベント

現在、開館10周年プレ企画「あわら市・環境アートコンペ」のための空き地を募集しています！

募集内容は、広報あわら12月号をご覧ください。詳しくは、財団事務局へお問い合せください。

【天候により変更になる場合があります。】
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子育て支援センターだより子育て支援センターだより

◆電話相談・育児相談 月〜金曜日　8：30〜17：00 ☎73-5540

◆みにルーム＆わいわいルーム開放 月〜金曜日　8：30〜17：00

◆お楽しみ会

と　き １月31日(水) 10:30〜11:45

ところ 子育て支援センター

◆乳幼児の歯について
子どもの歯についてお話を聞きましょう！

と　き ２月14日(水) 10:30〜11:45

ところ 子育て支援センター

内　容 歯のケアや歯についての相談

講　師 子育てマイスター　龍野　美帆さん

（歯科衛生士）

◆食育のすすめについて

身近な食のお話です

と　き ２月21日(水) 10:30〜11:45

ところ 子育て支援センター

内　容 食育について

講　師 子育てマイスター　内藤　秀穂さん

◆第３回リズムで遊ぼう
リズムにあわせて楽しく体を動かしましょう！

と　き ２月26日(月) 11:15〜11:45

ところ 子育て支援センター

内　容 リズム体操

指導者 スポーツ専門指導員　山田　清美さん

冬は空気が乾燥し、風邪が流行する時期です。風邪にかかったときは、安静にしているのが

一番ですが、小さい子どもは、熱が多少高くても動き回ってじっとしていません。動けるほど

元気なら、無理やり寝かせておく必要はありません。湯ざましやスープや果汁などの水分を十

分に与えたり、部屋が乾燥しているとセキも激しくなるので、湿度には気をつけてあげましょ

う。

それにもうひとつ、暖房器具でのやけどにも気をつけたいですね。ストーブなどでやけどを

した時は、とにかく、すぐに流水で冷やすことです。電気カーペットなどは、低温やけどを招

くそうです。

子

育て

ワ
ンポ
イン
トアドバイス

幼児園・保育所(園)開放デー

親子であわら市内の幼児園・保育所(園)の様子を

見たり、園児たちと遊んでみませんか？

２月　６日(火) 北潟幼児園

８日(木) 細呂木保育所

９日(金) 伊井保育所

１３日(火) 芦原南幼児園・白藤保育園

１５日(木) 金津東保育所

１６日(金) 芦原保育所

２０日(火) 妙安寺保育園・本荘幼児園

２１日(水) 善久寺保育園

２２日(木) 芦原北幼児園

【開放デーについてのお願い】

・開放時間は9:30から11:00までです。時間内であれ

ば出入り自由です。

・申し込みは不要です。直接、幼児園・保育所(園)

へお出かけください。

・危険のないよう、必ず親子で遊んでください。
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かつらを作ろう！

m o t i 食べ隊2006

「遠い火」の舞台稽古そして本番

12月１日、細呂木小学校６年の児童が、金津創作の森で行

われていたg r a f 展の「奈良美智ワークショップ“カツラー”」

に参加し、自分だけのオリジナルかつらを作りました。

児童たちは、自分の頭ほどの大きさに膨らませた風船に、毛

糸やビーズなどを糊で飾り付けました。ドライヤーで乾燥させ

た後、風船を割ると、個性あふれるユニークなかつらが完成！

手作りかつらを被ったカツラーたちは、満面の笑みで、とて

もうれしそうでした。

12月８日、伊井小学校５年の児童が、自分たちが育てたも

ち米を使った餅つきを行い、全校生徒に振る舞いました。

つきたてのお餅を食べた児童たちは「おいしい！」と声を

弾ませ、何回もお代わりをしていました。

４月から始まった５年生のもち米体験学習は、全校生徒の

前で学習内容を発表し、終わりを迎えました。

12月16日、芦原観光会館で藤野厳九郎・魯迅惜別100年記念事

業の演劇「遠い火」が上演され、子役として、本荘小学校５年

の堀江 欣司君と２年の徳丸 皓己君、高島 克也君が出演しました。

公演当日は、先生と一緒に取り組んだ稽古の成果を発揮し、は

きはきとしたせりふ回しで、立派に演じきりました。
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ご紹介するのは、
最近入った本の一部です。

＜一般書　文学＞

●テースト･オブ･苦虫 第３巻（町田　　康）

●不正侵入 （笹本　稜平）

●神の領域 （堂場　瞬一）

●僕僕先生 （仁木　英之）

●雨を見たか （宇江佐真理）

●通天闇 （西　加奈子）

●闇鏡 （堀川アサコ）

●太陽と月 （Cｈａｃｏ）

●中庭の出来事 （恩田　　陸）

●美しい時間１、２ （村上　　竜）

●逢わばや見ばや （出久根達郎）

●華の棺 （西村京太郎）

●恋愛王国オデパン （藤本ひとみ）

●ベリーショーツ （よしもと ばなな）

●雷神の筒 （山本　兼一）

＜一般書　その他＞

●上を向いて歌おう （永　　六輔）

●親バカのすすめ （田中　善積）

●旬の食材で作る免疫力を高めるレシピ

（PHP研究所）

●ナチュナルおそうじ（パッチワーク通信社）

●心の休ませ方･40のヒント（加藤　諦三）

●懸賞奥さん （大塚　雅子）

●日本のたたずまい （高野　　進）

●栄光のマウンド （渡辺　勘郎）

●脳の老化ストップレシピ（コナミデジタル）

●チャンスをつかむ「５０代再就職」

（上田　裕之）

●パパママつくって！かわいい段ボール家具

（石倉ヒロユキ）

＜児童書＞

●しろくまボビーとはじめてのゆき

（マリー・ジョゼ・サクレ）

●ドキドキ！忍者教室 （吉川　　豊）

●フェアリー・レルム７（エミリー・ロッダ）

●チャレンジミッケ！４

（ウオルター・ウイック）

●アブさんとゴンザレス （斎藤　　洋）

●忘れても好きだよおばあちゃん

（ダグマー・H.ミュラ）

●時間のない国で　上・下

（ケイト・トンプソン）

●てんぷらばあちゃん （山口　節子）

●イノシシとお月さま （谷　　真介）

●嵐の季節に （ヤーナ・フライ）

●料理図鑑 （おち とよこ）

●のりおのふしぎなぼうえんきょう

（平田　　景）

●白い盾の少年騎士　上・下

（トンケ・ドラフト）

●は芦原図書館にあります。

●は金津図書館にあります。

●は両館にあります。

〜 毎月15日は「青少年育成の日」 毎月第３日曜日は「家庭の日」〜

「登校下校　みんなを守る　地域の人」

「あの子　どこの子　地域の子」

波松小学校　坂川　園実さん　洋子さん親子

平成18年度　家族でつくる青少年健全育成標語優秀作

地域子ども教室事業 児童館節分豆まき会

■と　き ２月３日(土) 10:00〜12:00

■ところ 金津社会福祉センター　３階　大ホール

■内　容 鬼のお面作成と豆まき

■参加費 無料（事前の申込みが必要です。）

■申込み 中央児童館　担当　中嶋　☎73-1571

蔵書点検のおしらせ

金津図書館は、２月13日(火)と14日(水)の２日間、蔵書点検のため

に休館いたします。

芦原図書館は、通常どおり開館いたします。

日中友好少年使節団と教授が座談会

フットサル全国大会出場激励会

12月16日、国際交流セン

ターで、日中友好少年使節

団の芦原中学校２年の生徒

が、魯迅について研究して

いる東北大学大学院国際文

化研究科の教授と座談会を

行いました。

生徒たちが語り合った中

国での体験や感想などは

「藤野厳九郎と魯迅惜別百

年記念誌」に掲載されるこ

とになっています。

12月25日、全日本少年フ

ットサル大会に出場する、

芦原サッカースポーツ少年

団の激励会を行いました。

県代表として、悔いの残

らないプレーをすることを

誓い、選手たちは「がんば

るぞ！」「オーッ！」と元

気な声を上げていました。


